
話し手の近くにある事物を指す
　　指示詞thatに関する一考察

竹田　完次

キーワード：　指示詞that、話し手の近く、照応的指示、既定的前提

1．　目的と方法

　英語の指示詞について、thisは話し手の近くにある事物を、thatは話し手から離れたところに

ある事物を指すとされている。しかし、thatには2節以下に提示するように、一見謡し手の近く

にある事物を指しているとみえる現象がある。このような現象についてはすでに小笠原11984〕や

国広11985〕などで断片的に扱われ、また、千葉・村杉1198ηでは豊冨な実例を挙げ、個々にっい

て興味ある考察がなされている。しかし、統一的な説明はまだ十分にはなされていない。本研究

では、話し手の近くにある事物を指す指示詞thatは照応的用法であること、また、その指示対象

に対して、話し手は中右119811のいう「既定的前提」をもっていることを主張して、5節でその

検証を試みる。

　データはコミックや現代小説から採集した。コミックから採集したのは、指示対象が謡し手の

近くにあることを明確に示せるからである。

2　先行研究

話し手の近くにある事物を指す指示詞thatとは、次のような場面におけるthatである。

11〕 l CAN'T BELIEVE IT! SOMEBOVV PEFACEC? 
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上例のような環境でthatが使われることについて、Lyonsl1981：235〕は話し手が手言こ持っている

ものに嫌悪して感情的な距離を置いているためであるとし、小笠原：1984〕もまた指示物に心理的

距離を置いているためであるとする。しかし、12〕や川の3コマ目のように、指示物を誇示して
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いる場面でもthatが使われることがあリ、その説明は適当ではない。

　また、Fi1lmo［e11982146〕や国広1I985〕は上例のような現象について、話し手が聞き手の視点

に合わせるためであるとする。この説明は上例のような聞き手の存在する場面では有効である。

しかし、次のような聞き手のいない独リ言を言っている場面では視点の観点から説明することが

できない。

14〕　ωELL，
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15〕　…『WI” 　町乃m＾m5－r㎝9

　　いw舳　　　THATl；．．一

二？　lNTERE釘1NG
㌧

．鰯．

　なお、千葉・村杉119871では、日本語の「これ」に相当するthatの多くの実例がコミックから

採集され、また、上述の「心理的距離」説あるいは「視点」説に対する反例も提示されている。

だが、このようなthatは何を指示しているのか、あるいは、どのような状況で用いられるのかな

どの十分な説明がなされていない。次の例にみられるthatについては、ただ、文脈指示であると

指摘するにとどまっている（この用例は2例あるが1例だけ引用する）。

　161（学生が料理人の婦人に対して）

　　　学生A1皿iss　Beaz1yI　m川e　borr㎝s㎝e　garbage？

　　　料理人：A［e　yOu　mking　fun　Of岬COOkin9？

　　　学生B　l㎜o．mlam川e　need　it　for　sci㎝ce！肚．F1utesnoot　is　going　to

　　　　　　　atte叩ttogene［atee1ectric岬fr㎝fe［mentingo［9anic皿ate［ia工！

　　　料理人1（びんを手に持って川e11，here1s　a　jar　of　sta1e㎝rrantsuaybe　he

　　　　cangetacha［9eoutofthat1

16〕のthatは、手に持ったja［of　sta1e　curr㎝tsを現場指示的に指すのではなく、先行の名詞句

a　ja［of　sta1e㎝rmntsを、文脈指示的に受けていると言う。

3．本研究におけるthatの指示対象

3．1．照応的用法について

　前節でみた16〕のthatは、明らかに先行の文脈を指示する照応剛anaphoriclな用法である。手

に持っている物を直示的1deicticlに指示しているのではない。照応的用法とは、指示詞がテキ

スト内の前方あるいは後方にある文脈や語句（先行詞）を指示する場合をいうのがふっうである。

これに対して、直示的用法とは、テキストの内に先行詞がなく、テキストの外にある指示対象を

初めて指示する場合をいう。例えば、談話の場に存在する桜の木を初めて指して一Thaピs　a

che川tree．一と言えぱ、そのthatは桜の木を直示することになる。すると前節の12〕刺41と川

などのように前にも後にも文脈のない状況で使われているthatは直示的用法になる。だが、本研

究では、それらも含めて前節のl1〕～15〕におけるような話し手の近くにある事物を指すthaヒはす

べて、照応的用法であると主張したい。それは上例のおいて、先行文脈を指示するもののほかに、
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頭の中に反射した指示物のイメージあるいは指示物についての観念や概念それに記憶といったも

のを指示対象にして、それを照応的に指示していると考えるからである［注1］。

　2節の個々の例について言うなら、11〕のthatは2コマ目の先行詞my　defaced　cardあ．るいは頭

の中で概念化されたmy　defaced　cardを、121はmu卜pie（どろのパイ）を作るという遊びの最中

で、．that　textu［e（このきめこまかさ）のthat牢話し手の頭の中にある㎜dpieを、川のthat

musc1eのthatは先行文脈である9ettin9－1ots　of　strengthをそれぞれ指している。次の川の

thatは目の前の雪ダルマについての頭の中に形成されたイメージを指し、川はその読んでいる

本あるいは活字を指示するのではなく、やはリ頭の中に記憶されたその内容を指すのである。千

葉・村杉にある場面も同じように説明することができ、それらの場面において、話し手の視線は

指示物に向いているのではなく、あちらの方向に向いているか宙に浮いているかのような光景が

想像できる。

3．2．証拠

　2節におけるthatが現実界に存在する指示物を直示的に指示していないという一っの証拠とし

て、次の例のように、‘That　ms～□の形でthatが非直示時制である過去形と共起することが挙

げられる。これらのthatは、すでに表出ないし記憶された文脈や観念を照応的に指示するため、

過去形と共超したのである。

川
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　上例のそれぞれのthatは、川では刺激的だった読書の内容を、181では1コマ目での赤ペンキ

の中へ入れたものを照応的に、川はいま謡し手が報告したばかリのレポートの内容を指してい

る。

　　しかし、thisが．nis　was～□の形で過去形と共超しないというわけではない。次の例の3

コマ目のように過去形とも共起するのである。
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　　’That　ms～一と一This　Uas～’の違いは、’nat　ms～一の形では、過去の状態であるのは

thatの指示内容のことになる。川～川において、本を読んだこと、赤ペンキの中へ入ったこと、

レポートを報告したことなどがすでに過去の状態にあると話し手は意識しているのである。それ

に対して、一Ihis　Has～□の形では、過去の状態であるのはmsの後方の要素になる。1工01では、

（ぺ一パーの）提出期限がすでに過去になっているとしているのであリ、thiSは手に持っている

ぺ一パーを直示的に指していると考えられる。言い換えると、’nat　was～□と一nis　was～一と

では、wasの及ぼす作用域1scoPe1が異なるのである。川’～11Oジのように、□nat　was～□の

WaSの作用域は前方にあリ、1工hiS　UaS～□のmSの作用域は後方にあるのである。そのため、

’That　Uas～一のthatはすでに頭の中にあるイメージや記憶を指すことになる。

　　川’mat1冊saverYexcitingbook！

　　181’matlwas阯．陥atherbeピst㎝pee！

　　19〕’［That1冊sWrePort，si［．

　　μ0ジniswas［due1ast㎝rist㎜sLsir．

　次のlulのような場面も、上例のthatが指示しているものは、目の前にある指示物ではなく、

頭の中にインプットした指示対象であるという証拠になる。1コマ目で仕掛けたわなを指示する

のにthisが使われているのは、それが謡し手の近くにあリ直示的に指示するためであろうが、2

コマ目で話し手が空想する状況になると、頭の中で描いている指示対象についてのイメージを

thatで照応的に指示しているからである。

　l11〕

　　　　　　　一J’）
　　　　　｛　　　．ソ．
　　　　　　）’　　　　　　　　　　　　　WH酬舵
　　　　　　　　　　　　　　　　　τ只1P50V目2　　　　）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J閉Lκ岬一・

　　　　　工仁州τ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌍

　　　　　翰　　　1一〆
　　　　　8、舳～’’　　　　　　　　　　　　　　㎡（一

　　　　　摩　砧．驚・織、

　　　　　　山　　刈　　閉1／
　　　　¢ζしノ．

、iθ＝’■lt・’・
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4．本研究におけるthatの特徴

4．1．既定的前提

　上例のような話し手の近くにある事物を指すthatが指示しているものは、現実の場にある具体

物ではなく、頭の中に移行した抽象物を照応的に指している。謡し手の近くにある具体物はthis

で指示するのがふつうである。そこでもう一度、上例で使われているthatを観察すると、それら

は頭の中に移行した抽象物を指すため、話し手は指示対象を知覚してからそのようなthatを発す

るまである時間を経ていることが、それぞれの文脈や状況からわかる。そして、話し手は指示対

象に対して中右119811のいう「既定性」lamp血oricitylあるいは「既定的前提」lana帥oric

presuppositi㎝1をもっていると仮定できるのである［注2］。　「既定的前提」と呼ぱれる概念

は次のように定義されている。

　μ2〕ある事柄の知識（概念、命題）が、発謡の時点に先立って、あらかじめ確定した謡題と

　　　して、謡し手の意識のなかにあるとき、その知識は既定的である。

　まず、川～川それに18〕と川を見ると、指示している事栖はその談謡の場のメイントピック

であるため、すでに話し手の意識のなかに確定した話題としてある。次に、141と15ゴや川では、

We11，H㎜㎜…、胴w！0h　boy！などから、指示対象を知覚してthatを発するまで少し時間を経てい

ることがわかる。その間に話し手は指示物を意識のなかに定着させ、具体物から抽象物へ移行さ

せていると考えられるのである。

4．2．完了した行為や状況

　thisとthatの一側面として、Sw㎝μ980：肺try6031は、thisは継続中の事栖について、thatは

完了した行為や状況たついて言及するのに使われると言う。thatが完了した行為や状況について

言及するのに使われるのは、次の例のように、すでに謡し手の意識のなかに確定した謡題となっ

ているためである。1川では、thatはthereと共にパンクしたタイヤの修理がやっと完了してそ

のことが意識のなかに定着したことを表し、114〕のピアノの上にあった置物を壌した場面では、

thereと共起してその行為が確信的なものであったことを表している。

113〕 D~c)oV, I WAS (301N(S; To T:~1C,E INTO ¥-Tawtq WITH COURTNEV, t~UT MV E;lKE e; A f;LAT 

TI~E; . 

~:~" 
tll 

~4i!$Ei,~ 

l141

　　　。　　　　　＼．o　。

　　　　　　　　　　　髪
　　　◎　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　／シレ
　　　　　　　　　　．・　　　　ρ・
　　　　　　岬’　d　　　　　　“　　e

　　　．撃。薄灘聾各甜、鳩ら証
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　次の例では、行為や状況が継続中であるが、thatが使われている。それは指示対象がすでに謡

し手の意識のなかに定着しているからである。指示対象が話し手の意識のなかに定着すれば、行

為や状況が継続中であってもthatで指示できるのである。その結果、l151の場面では、その行為

がある時間を経ていることを表している。thiSであれぱ、その行為が今はじまったばかリかある

時間を経ているのかは不明である。1161は、家のペンキを塗リ替える場面である。2コマ目では、

よい色を作ることができないという状況がまだ意識のなかに定着していないため、手に持ってい

る指示物を直示的にthisで指していると考えられる。しかし、最後の6コマ目では、なおよい色

を作ることができないという状況が意識のなかに定着しているため、指示対象が頭の中へ移行し

照応的にthatで指しているのである。

　1ユ5〕

　　　　　灘織ξ鵠
　　　　　洲ε1了，IξAwl
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　　l161
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4．3．共有の知識や経験

　116〕の2コマ目の場面では、指示対象がまだ頭の中に移行していないため、照応的指示ができ

ないと考えた。しかし、常にt血iSの指示対象が非既定的に、thatのそれが既定的になるわけでは

ない。thisもthatも既定的あるいは非既定的指示対象を指示することはできるのである。ただ、

本研究で問題にしているヒhatは、既定的指示対象を照応的に指示している。そのthatの代わリに

thiSを用いた場合、謡し手の近くを直示的に指示していると考えられるが、指示対象は既定的で

ある場合と非既定的である場合とがある。

一38一



　さて、thatは話し手と聞き手の共有の知識や経験を指示する（Leech＆Svartvikμ975＝591．

Quirk　et　a1．119851375〕）というもう一っの便1面がある。共有の知識や経験を指示するとは、両

者の記憶にある事柄を照応的に指示することである。また、共有の知識や経験とは、語し手が聞

き手も（既定的でないにしても）既知であリ容易に同定できると想定する指示対象である。上例

の聞き手の存在するμ卜川や181と191それにl14〕などの場面における指示対象がそのような指

示対象であリ、そのため照応的にthatで指示することができたのである。次のl171と1181の場面

では、話し手は、指示対象について既定的前提をもっていると考えられるが、聞き手との共有の

知識ではないと想定している。このような場合、（聞き手は容易に指示対象を同定することがで

きないため）照応的に指示することができず、現実に存在するものを直示的に（l1ηとl181では

thisで）指示することになる。

1川 μ8〕ROBOTMAN
し∈T＾E　R∪Nτ脈ouく1引

舳E咋O収u旺STI
洲則、冊冒Nτ1．．

許

SEE二咄S？Lo昧SL1陀A
6uN．．干EEしSし、KE　A6UN．．．

呂甘τ、T－SN’τ．工τ’Sへ

　Cl㈱EπEL剛旧～．

　　　“
　　§　　　剛丁

　｝　　w　　・　一＼

　次のμ9〕では話し手の手に持っている新聞を、また、120〕では話し手自身の頬の傷跡を、□Y㎝

see　that？Iあるいは1See　that？□のようにthatで指示している。この二つの場面のそれぞれの指

示対象について、話し手にとっては既定的であると考えられる。が、聞き手にとっては先行文脈

がなく、謡し手との共有の知識でもない未知のものである。それにもかかわらず、照応的にthat

で指示するのは、一方的に聞き手も既知であるかめように想定して、ある種の効果を作リ出すた

めである。119〕では、話題の中心はトロッター刑事のことのようであるが、突然手に持っている

新聞をthatで聞き手に示すことで、謡し手の頭の中の関心事はその新聞であったことを表し、聞

き手にそれを強制的に同定させる。120〕では、頬の傷跡を示してからその傷跡を指して口See

that？一と発するまで少し時間を経ていることがト書きから窺われるが、thatを佳うことで、その

ことが推測され、その間に聞き手がその傷跡の事情について理解したと謡し手が一方的に想定し

ていることを表す。

　119〕（この場面までのあらすじは次の通リである。皿o11ieは刑事Se［geant　Irotterから

　　　　夫Gi1esが昨日殺人事件のあったロンドンヘ行ったのではないかと間われる。夫は昨日

　　　　他の町へ行ったと恩っているので否定するが、刑事は夫のオーバーのポケットからロン

　　　　ドンで売っている夕刊紙を発見したと言い、皿o11ieにそれを渡して部屋から出ていく。

　　　　その後に、Christopherが現われる）

　　　瓜oユ1ie：　I　hate　him一一I　hate　him一一I　hate　llim．

　　　Ch［istoPher：Nho？

　　　皿o1lie1SergeantTrotter．HePutsthingsintoYou【head．Ihinqsthat

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－39一



　　　a［eパttrue，thatcaパtpossib1ybet［ue．

　　ChristoPher：㎜atisaユ1this？

　　皿o川elId㎝1tbe1ieveit一一IUoパtbeiieveit．．．

　　ChristoPher：㎜atUoパty㎝be1ieve？Come㎝一一〇uいithit！

　　皿011ie：岬〃1〃肋り∂ρ剛YOuSeethat？

　　Christopher：Yes．

　　蛆o11ie：㎜atisit？YesterdaプseveningPaper一一aL㎝donpaPer．Anditms

　　　inGi1eslpocket．ButGi1esdidn．tgotoL㎝donyesterday．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lChristie．〃θ〃o〃5θ亡r∂別

1201（Sir　Wi1fridは弁護士。ある女から検察側の証人であるRomine　Vo1eに不利な証拠物件

　　（1行目のtheseで指すもので手紙のこと）を手に入れようとしている）

　　SirHi1f［id：皿㎝didyougetho1dofthese？

　　WOman：IhatIdbete11in9？

　　Sir附1frid：WhathaveyougotagainstR㎝aineVo1e？

　　岬”omn“o∬θ5亡o肋伽及、舳〃θ〃棚“r棚肚∂11〃〃〃∫力6r加れ

　　　　〃1〃σ5ε加伽5火1∂〃∫o亡力∂〕亡〃o附o〃亡o加rf∂㏄o〃肋θ3〃θ伽亡

　　　　加∫加㎝ω〃e♂〃∂1fr0〃肋θ∂〃1θ〃㏄，〃5〃〃加r力∂1rカκ五∂5∫力θ

　　　　σoθ550，r帥θ∂11〃伽t加rc力㏄次15∂1151那加叱此∂πθd∂〃〃5一

　　　　〃σ〃θ6．SirHi1frid5ξ〃帖カκ次〃‘力∂〃εノκ〃1∂亡1o〃．l

　　Wo㎜an：　See　that’≡，

　　Si【附1fridlOidshedothattoyou？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1Christie、鮒肋θ∬for亡加Pro舵㎝亡1o〃1

4．4、他の照応詞1t亙e，itlとの違い

　本研究が間題としているthatは既定的指示対象を指示する。また、話し手と聞き手の共有の知

識・経験を指示する。しかし、他の照応詞である定冠詞theや代名詞itもまた既定的指示対象や

共有の知識・経験を指示するという側面がある。Ha献insl1978：1031やGunde1et　a1．l1989＝89－

901によれば、次の1211のthe　dogとthat　doqの違いは、それぞれの文の発話時点で、121alの方

は聞き手がその犬を見ることができなくても、また、聞き手がその犬にっいて知らなくても使え

る。しかし、12川の方は聞き手がその犬を見ることができるか、その犬のイメージlmenta1

repreS㎝tatiOnlが頭の中にないと使うことができないとする。

　1211a．1cou1dn1ts1eep1astnight．幽nextdoorkePtmeamke．

　　　b．Icou1dパtsleeP1astnight．IhatdognextdoorkePtmeaUake

　G㎜de1et　a1．l1989190〕では、次のl171のような指示対象の名詞を伴わないthatが犬のほえ声

を指示していると理解されるのは、談話の初めに犬のほえ声についてすでに言及しているかある

いは談話の最中に犬がほえている場合であるとする。

　122〕Icou1dn．ts1eep1astnight．坦kePtmeaUake、
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　121〕と1221から、thatは本来指示詞であるため、照応詞として使えるのは指示対象の具体像が

イメージできる環境であると言える。実例である次の123〕の4コマ目の’Look　at　it！一と川の3

コマ目の’LOOk　at　that．’を比ぺることにしよう。

　123〕
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123〕の4コマ目ではサンドイッチがhackされ、㎜nq1eされていることを示し、11〕の3コマ目で

は成績表が叫efaceされていることを聞き手に示している。どちらも同じような場面に見える。し

かし、前者では話し手が’Look　at　it！一の発話時点で、itの指示対象がhackあるいはm㎝g1eされ

ているということには言及していない。後者では’LOOt　at　that．Iの発話時点でthatの指示対象

がdefaceされていることにすでに言及しておリ、聞き手は話し手が想定する指示対象の具体像に

ついて既知と想定できるのである。

　123〕の一Look　at　it．一と川の‘Look　at　that．Iはまたその力点が異なっている。前者では動詞

LOokにカ点があリ、指示対象よリまずそれを見る行為を求めることに力点がある。後者ではthat

に力点があリ、その指示対象に注意を求めることに力点がある。諾し手にとって、itは「既定的

命題に代わる定代名詞」（中右1198114281）であリ、11lのthatも既定的指示対象を指す。そこ

で、itの指示対象はあえて聞き手の注意を喚起するまでもないものあるいは文脈上その必要もな

いもの（ときには聞き手がその具体像を知らないため、注意を喚起できないもの）であリ、that

の指示対象はその存在に聞き手の注意を喚起する必要があるものであると言える。

　次の124〕のitは相手の刑事の身分証明書を指す。刑事に訪間された一行目の謡し手は、刑事が

訪間する際、身分証明書を呈示することは当然であリ、注意を促すまでもないと想定している。

話し手のカ点は、身分証明書よリ聞き手がそれを見せる行為にある。

　124〕（訪問してきた刑事に対して）

　　　一Let．sseeit．’hesnapped．

　　　ISeewhat，si［？口Care工1asaid、

　　　一You［identification．’　・　　　　　　　　　　　　1皿cBain，炊θ〕

　次の125〕刊261の指示対象は聞き手の注意を喚起する必要があるため、仁hatで指示している。
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125〕の3コマ目では、犬にかまれた跡をthose　teeth　mrksのように謡し手の手の届く身体部位

をthoseで指示している。thoseで指示するのは、一0h，but　I　wasパt！’と言いながらそれを既定

的前提にしたことと、聞き手もそれを見ているため、既知であリ容易に同定できると想定したた

めである。そして、それに加えて、この場面では犬のかむカの弱いという証拠のため、犬の歯型

がふぞろいであることに聞き手の注意を向けさせるためである。1261では2コマ目、3コマ目、

6コマ目にthatが使われている。この場面はDOG　SH㎝の現場であるため、指示対象である犬にっ

いては、話し手と聞き手とも既定的である。それをthatで指示するのは、その種類が異なること

を聞き手に喚起するためである。これらのthatは距離関係によって使われているのではない。

　125〕
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　日本語の指示詞では、現実に目の前にある指示物は常に直示的に指示され、照応的に指示され

ることはない［注3］。しかし、英語の指示詞では、本研究で観察しているように、指示物が目

の前にあっても、それを直接的に指示するのではなく、頭の中に反射したその指示物のイメージ

や観念・記憶を間接的に指示する現象があるのである。そのとき、thatが照応詞となリ、話し手

の近くにある現実の事物を指しているような現象が起こる。また、指示対象は頭の中に移行する

間に、既定的になる。これが本研究における仮説である。次節では、この仮説の妥当性にっいて

アンケート法による検証を試みる。
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5．アンケート法による検証

5，1．検証の方法

　検証の方法として、現場で知覚しているにおい、味覚、音などを指す指示詞を考察する。にお

い、味覚、音などを指す指示詞を考察するのは、第一に、それらは目に見えないもので、頭の中

で思いめぐらす典型的な指示対象であるため、照応的にthatで指示されると考えるからである。

第二に、それらは目に見えない具体的な形のないものであるが、それらの発生源である物が目の

前にあれば、それは、におい、昧覚、音などの具象物として、直示的にthisで指示されると考え

るからである［注4］。

　考察の方法として、まずコミックから採集したにおい、味覚、音などを指示している場面を観

察する。その次に、英語を母語とするアメリカの大学院生11人に対して行なったアンケートの

結果を示す［注5］。このアンケート用紙は次のように作成した。におい、味覚、音などを指し

ている漫画のなかから適当なものを選び、吹き出しにそれぞれの場面で記すような例文を記入し

た。そして、その例文の指示詞の部分を空白にし、その空白に入ることのできる最も適当な指示

詞は、thiSなのかthatなのかあるいはどちらでもよいのかを、直観で選択してくれるよう頼んだ。

5．2．においを指す場合

初めに、においを指す場合である。次の場面では、話し手はにおいの発生源を見ていない（

127〕は1コマ目の段階で）ため、予想通リ指示詞としてthatが使われている。

　1271

剛NTST◎醐S　　　　　　　　　　　　BYH州N畑AR朋眺
lTもCO八州θFR○ル、

　UP　THEREノ

榊　綴じ

・’z晃ξ・

128〕
＝気炉戸㍗　　　πぢ淵ε

〃ψア……榊7　σレκ彫身
5花〃o→一亨　　　5沢、・。

y

ユ〃dに

129〕

　においを指す場合のアンケートとして、次のような場面を使った。130〕はにおいの発生源を見

ていない場面、131〕はにおいの発生源を見ている場面である。
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130〕 1川

130〕と1311の漫画の吹き込みには元のセリフを消して、下記のような文を入れた。ただし、130cl

と130dlそれに131alと131blの文は上の絵と状況が一致しないため、においの発生源を見ていな

い場合あるいは見ている場合という説明を与えて、文だけで答えてもらった。結果は右側の［　］

にある通リである（数字はそれぞれの指示詞を選んだ被験者の人数）。

〈130〕のにおいの発生源を見ていない場面〉

　130剛1　1sme11sni㏄．　　　　　［this1t血at9どちらも醜1］

　130bμ十皿．N㎝1　〕sme11snice．　［thisO　that10とち棚嘗1］

　｛30cH　　】smeHsterrib1e．　　　　［thエs2that9どちらも哨0］

　130dμ十皿．㎜㎝l　isme11sterrib1e．［thisO　that11どち棚蟹O］

〈1311のにおいの発生源を見ている場面〉

　一31aH　　，smel1snice．　　　　　［this6that4どちらも碓1］

　131bμ十皿．㎜㎝l　lsme11snice．　　［this3that7どちらも焔1］

　｛31cH　　，sme11sterrib1e．　　　　［this4that5どちらも酩2］

　131d1蛆十＾．N㎝l　lsme11ster［ib1e．［this2that8どちらも陥1］

　右側のアンケートの結果から、においの発生源を見ていない1301の場面では多くの被験者は

thatを選び、においの発生源を見ている1311の場面ではthisを選ぶ被験者が増えるということが

わかる。前者のような場面では頭の中で知覚したにおいを照応的に指示するため、ふっうthatが

使われるという仮説を証明することになる。また、後者の場面でthiSを選んだ被験者は、におい

が発生している物が指示対象であると考えそれを直示的に指示し．たのである。

　しかし、1301の場面でもthisを選択した被験者がいる。そのため被験者がt阯sを選んだ理由に

っいて、次のように考えることもできる。例文の皿十皿は、においを知覚してから少し間を置い

て指示詞を発するという状況、すなわち、指示対象に対して既定的になっているという状況を設

定した。被験者はどのように解釈したかはわからないが、1301と1311のどちらの場面においても、

ト皿一皿．のあるlblとldlは、lalやlclよリ多くthatが選ぱれている。そこから判断すると、被験者

は皿一H．の間ににおいを意識のなかに定着させた（あるいは、においに憤れた）と見なしたため、

thatを選び、今かいでいるにおいについてまだ意識のなかに定着していない（あるいは、そのに

おいに慣れていない）と見なしたため、thiSを選んだとすることができ、thatの指示対象は既定

的前提があるという仮説の証明の一つになる。

　上のアンケート結果からもう一つわかること．は、よいにおいにはthiS、いやなにおいにはthat

で指示するというような心理的距離による使い分けは、全くないということである。よいにおい
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を指示するめは、1a〕とlblであリ、いやなにおいを指示するのは、1clと1dlであるが、においの

よいわるいでthisやthatが選ぱれていないのである。（このことは、よいにおいをthatで指示す

る1291からもわかる）

5．3．昧覚を指す場合

　食べ物を指示する場合、食ぺているときはthiSで、食ぺ終わったあとはthatで指示するとされ

る（Smnμ9801肺trY6031）。次の1321は食べているところ、1331は食ぺ終わったところであ

る。

1321

一33〕　o←I80〉＾v　　HAP
　　　F州0R1丁目　　　1：Aτ1－l

　　　BREAκ1＝A6f‘　0Ay
　　　　議

　　　総嵩搬フー・

含。舵一巨蝦．畔工軌」yGl〉冒SA

灘細瞬
＾コ

層　卍．菌§1・團鵯、
　　　　　　s　　　　　　．．ミ

　1321は目の前にある食べ物をthisで直示的に、1川は頭の中にある味覚をthatで照応的に指示

していると仮定することができる。アンケートでは次のような場面を使った。

　1341　　　　　　　　1351　　　　　　　　1361

叩

’」

1341～1361の吹き込みに入れた文と、結果は次の通リである。

〈134〕の場面〉

　134aH　　〕tastesgood．

　13州以㎜．固㎝1　〕tastesgood．

〈135〕の場面〉

　135a〕1　〕tastesbad．

　135b〕蛆㎜．固㎝l　ltastesbad、

　　　　　［this11thatOどちらも雌O］

．　　［this7that3どちらも雌11

　　　　　［this6that3どちらも鵡2］

　　　　　［this4that6どちらも雌1］
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〈1361の場面〉

　136all　ldoesパttaste1ikemint．　　　［this7thatOどちらも略4］

　136bμ㎜．㎜㎝l　ldoesパttaste1ikemint．［this5that4どちらも碓2］

　134alの場面では、すぺての被験者はthisを選択した。食ぺている物を直示的に指示すると考

えるためである。しかし、13州刎㎜．の後ではthatも使えるとする被験者がいる。昧が意識の

なかに定着して頭の中の味覚を指示すると見なしたためである。次の1351の場面は判定が分かれ

る。それは、絵の状況からまだ食べている量中とも食ぺ終わったところとも判断できるからであ

る。あるいは、絵の顔の表情が尋常でないため、135alでthatを選んだ被験者は、すでに昧のひ

どさについて意識のなかに定着していると見なし、13州の心㎜．の後でもthisを選んだ被験者は、

逆に、味があまリにひどいので、その味がまだ意識のなかに定着できないでいると見なしたから

であろう。ただし、＾㎜．の後ではthatを選ぶ者が多い。三番目の場面である136alでは、目の前

のミントを直示的に指すと考える被験者が多い。thatでも可能とした被験者は、絵の「ミントの

ような昧」と頭の中で恩いめぐらす味覚を照応的に指示すると見なしたのである。毛のように考

えた被験者は、136blの皿㎜．の後ではよリ多くなる。

5．4．音を指す場合

　次は音を指す場合である。13ηは晋の発生源がわからないため、においを指す場合と同じよう

に、照応的に指示するため舳tが使われている。138〕において、上の場面でthisが使われている

のは、音楽が鳴リはじめたばかリであるため、あるいは、具体的なSOngを直示的に指示するため

である。その下の場面でthatが使われているのは、音楽が意識のなかに定着したため、あるいは、

抽象的なme1o町を照応的に指示するためである。

｛川％・一C雌　一38〕・’　鋪簸
　　　　砧　・三・　　　KLO小P　　　　　　　　　　　タ

　　　　　　　　　α岬wow　〆簗理＼

WH片’S

刊灯ヲ！

隣

1τε◎UNPS　u唯　　O巨

AH巨艮DOF　人杁W
巨・酬A・丁剴岬帆酬

H州州　　τHAT　IS　NlCE　・TA　DE
DA　D崖一DU凧「’E　TA己巨DU＾．．．

DA　DE　DU＾TE

　　　　　　　　　　　　．一凄…≡…

アンケートは次の場面を使った。1391は音の発生源が目の前にない場面、140〕は音の発生源が

目の前にある場面である。

　1391　　　　　　　　　　　1401
　　　　　　灘・．・・人
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1391と1401の吹き込みに入れた文と、結果は次の通リである。

〈139〕の音の発生源が目の前にない場面〉

　139all　lsoundisn1ce．　　　　　［thisO　that11どちらも醜0］

　13州H一叫岬1　1so㎜disnice．　，［thisO　that11とちらも脈O］

〈1州の音の発生源が目の前にある場面〉

　140all　いsanice㎜e1odY．　　　　［this2that5どちらも醐4］

　140bμ一H．N㎝l　lisaniceme1ody．［this3that7とちらも碓工］

　1391の音の発生源が目に前にない場面では、すぺての被験者はthatを選択した。頭の中で知覚

した音を照応的に指示するのは、thatであることがわかる。また、この場面でt血isが選択されな

かったのは、絵の話し手の表情から、聞いている音は既定的になっていると見なしたためである。

140〕の音の発生源が目の前のある場面で、セhisを選択するのは、その発生源を直示的に指示する

ためであろう。しかし、1州の場面で、thatの方が多く選ぱれているのは、指示対象を抽象的な

me1odyにしたためと推測している。

　ところで、次の1411の2コマ目の場面で、目の前から発する音をthatで照応的に指示している

のは、話し手がその音に対して既定的前提をもっているからである。だが、文脈から聞き手はそ

の音のことをまだ知らない。そのため、thatを用いることによって、謡し手の性急な気持ちを表

している。

　1411趾0N01E岬蜘怖・m．州舳腕畑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鶏箒唯鷲箏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柵，呉

・一仰廻珂

　以上、仮説の妥当性について検証を試みた。においや音を指す場合、その発生源が見えない状

態では、頭の中で知覚したにおいや音を指示することになる。その指示詞として、アンケートで

は、ほぼthatが選ばれた。これは、thatが頭の中にある指示対象を指示するという本研究の仮説

の妥当性を示している。また、アンケートのすべての場面で、thatは＾一皿一＾．やu㎜．の後の方で、

よリ多く選ばれた。これは、thatの指示対象は既定的になることを示している。

6．結詮

　本研究では、話し手の近くにある事物を指しているように見える英語の指示詞thatを考察し、

そのようなthatの指示対象あるいはそのような現翠が起こる状況について詮じた。主張は次の二

点である。第一に、そのようなthatは、謡し手の近くにある現実の事物を指示しているのではな

く、謡し手の頭の中に反射したその事物のイメージまたはその事物についての観念、概念、記憶

などを、照応的に指示しているのである。第二に、そのようなthatの指示対象は、話し手の頭の

中に移行する間に、諾し手の意識のなかに定着して、既定的な指示対象になっているのである。
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　本研究では、5節で、この主張の妥当性についてアンケート法による検証を試みた。数量間の

統計的な有意差は期待できない狐主張の妥当性の方向は示されている。

付記…本研究は、第106回日本言語学会（1993年6月工において口頭発表したものに加筆、修正をおしたものです。本研究をま

　　とめるにあたリご指導いただきました筑波犬学芳貿沌教投、斎薩武生教擾、早棚囲大学　失野安口教浸、インフォーマント

　　として快く協カして下さったロナルド・クレイグ氏に、心から慮謝いたします。またアンケートに尽カしていただきました金

　　久保紀子氏、十島奥理氏、囲中彰氏にお礼申し上げます。しかし、本研究の誤リは、言うまでもなく、筆者に責任があリます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帷】

1〕　本研究では、頭の巾に反射した指示対象あるいは泣設のなかに存在する指示対象を間接的に指示する場合も照応的指示であ

　　ると者えている。け㎝sl19η15η1でも、初めて指示する場合でも談謡の場で頃著であれ臥照応的指示でφるとする。例え

　　ぱ、妻を交通事故で亡くした友人に対する哀悼のことぼとして、次のように言うとする。1I冊s　t6r［m11叩seけo　heπ

　　the　n8口＝I㎝11saH肘er1asヒηeεパこのとき、t，e　m冊は何のニュースか舵rは誰であるかは談諾の場で頭薯であるため、

　前もって言及しておく必要はないとする。

　　　一方、直示的指示とは、テキスト外にある指示対象を初めて指宗する場合である狐本研究では、諾し手の走設のなかに存

　在するあるいは存在しないにかかわらず、現実界にある指示物を直接的に指示する場合であると考えている。

2〕　中却19川は、主動詞の補文として生ずるt，o嚇の既定憧と非既定惟の区別が、変形詮的現象とどのようにかかわリ合うか

　　について論じておリ、指示詞t舳眺には言及していない。

3〕　金水・田窪119州では、指示詞が選ばれる順位を「指示トリガー・ハイアラーキー」と名づけ、日本謁では、次のように現

　場指示の指示詞が量優先に指示トリガーに選ぼれるとする。

　　　　現場〉経験スペース〉〉その他

4〕　日本語の指示詞では、現場で知覚しているにおい、昧覚、音なども直示的に指示される傾向がある。なぜなら、現場で知覚

　　しているにおい、昧覚を指す場合、　『このにおいノこの昧」と、直示的指示の色彩が氾い「こ杣　｛cf．金水・田窪11990〕

　　が使われるからである。　『あのにおい1あの昧』となると週去に知覚されたものになる。音は、　『この音1あの音」となるが、

　　それも音の発生現場までの相対的な距にの遠近で使い分けられる。

5〕　被験者は全米科学財団｛NS　F，か日本語研修のため派邊したアメリカ人理系犬学院生。
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